
いちごドリルプリント

奈良時代プリント 名前

問1 奈良時代の仏教政策において、唐から鑑真が招かれた主な目的と、その後の影響について述べた文として最も適切なものはどれですか。 （2023年

熊本県公立入試 類似）

1. 真言宗の教えを広めることで、貴
族だけでなく広く地方の武士にも信
仰を浸透させるため

2. 比叡山に延暦寺を建立し、天台宗
の教えによって国家の安泰を図るた
め

3. 正しい戒律を伝えて僧侶の資格を
厳格化し、律宗を広めて仏教界の秩
序を整えるため

4. 困窮する人々のために橋の建設や
社会事業を行い、民衆への布教を直
接促すため

問2 奈良時代の国際交流の様子を示す事例として、東大寺の正倉院に納められている宝物の特徴を説明したものとして適切なものはどれですか。
（2022年 岐阜県公立入試 類似）

1. 法隆寺の釈迦三尊像に見られるよ
うな、ギリシャの彫刻の影響を受け
た北魏様式の仏像が数多く保管され
ている。

2. 西アジアやインドの文化の影響を
受けたガラス製の容器や漆器の水さ
しなどが残されており、シルクロー
ドを通じた文化の伝来がうかがえる
。

3. 浄土信仰の広まりを背景に、阿弥
陀如来を本尊とする華やかな装飾が
施された工芸品が中心となっている
。

4. 唐との国交が途絶えたことで、日
本の風土や生活に合わせた日本独自
の感性による意匠が凝らされている
。

問3 奈良時代には、唐の都である長安を通じて、西アジアや中央アジアの文化が日本に伝わりました。聖武天皇の遺品や、持ち手と蓋が付いた美し
い装飾の「水差し」のような形状をした西アジア伝来の品々が納められている、東大寺にある建物の名称として正しいものを選びなさい。
（2026年 福岡県公立入試 類似）

1. 正倉院 2. 唐招提寺金堂 3. 平等院鳳凰堂 4. 法隆寺金堂

問4 歴史書である『続日本紀』には、農民が苦労して開墾した土地を、これからは自由に私財として所有することを認め、永久に国が取り上げない
とする趣旨の内容が記されています。この法律が制定されるきっかけとなった当時の社会背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2016年

奈良県公立入試 類似）

1. 租・庸・調の重い負担に苦しむ農
民に対して、口分田を均等に配分し
直す必要があったから。

2. 仏教の力によって国を護るため、
寺院にのみ土地の永年私有を特別に
許可したから。

3. 公地公民の原則を強化し、すべて
の土地を天皇が直接管理する仕組み
を完成させるため。

4. 三世一身の法では、期限が来ると
土地を返さなければならず、農民の
開墾意欲が低下していたから。

問5 聖武天皇が国分寺・国分尼寺の建立を進めていた時期の社会状況について、当時の土地制度や民衆の負担に触れた説明として最も適切なものを
選びなさい。 （2018年 徳島県公立入試 類似）

1. 戸籍に基づいて口分田が割り当て
られていたが、成人男性には重い税
や労役の負担がかかっていた

2. 十七条の憲法による道徳教育が徹
底された結果、役人の不正がなくな
り農民の生活は極めて安定していた

3. 武家政権の成立により、荘園の管
理をめぐって各地で武士と貴族の対
立が激化していた

4. 禅宗の考え方が広く浸透したこと
で、質素倹約が奨励され、農民の生
活負担は軽減されていた

問6 奈良時代、天皇を中心とした中央集権体制を確立するため、全国は「国・郡・里」という行政単位に区分されました。このうち、都から派遣さ
れ、地方支配の責任者として行政を担った役職は何ですか。 （2022年 広島県公立入試 類似）

1. 守護 2. 郡司 3. 地頭 4. 国司

問7 班田収授法において、6歳以上の人民に割り当てられた土地の名称として正しいものはどれですか。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 公田 2. 口分田 3. 荘園 4. 名田

問8 奈良時代に編纂された書物の説明として、内容とその目的の組み合わせが最も適切なものはどれですか。 （2021年 秋田県公立入試 類似）

1. 古事記は、神話や国の成り立ちを
記すことで、天皇による統治の由来
を明らかにしようとした。

2. 万葉集は、仏教の教えを広めるた
めに、聖武天皇の時代に国ごとに作
成が命じられた。

3. 風土記は、全国の優れた和歌を収
集することで、貴族の教養を高める
ことを目的とした。

4. 日本書紀は、各地方の産物や土地
の様子を詳しく調査し、税の徴収を
効率化するために作られた。

問9 7世紀から8世紀の国内の動きを整理した年表において、大化の改新以後の政治体制の確立について説明する場合、その根幹となった「法体系」
の性質として最も適切なものはどれか、次の中から選びなさい。 （2017年 秋田県公立入試 類似）

1. 仏教の教えを国の最高法規とし、
寺院が土地や人民を管理するために
作られたもの

2. 唐の制度を参考に、刑罰のきまり
である「律」と行政などのきまりで
ある「令」を組み合わせたもの

3. 欧米諸国の憲法を参考に、国民の
権利を守り議会を開くことを目的と
して制定されたもの

4. 武士が社会を治めるための慣習を
まとめ、裁判の基準として制定され
たもの

問10 古代の律令制度における税のうち、絹や糸、布、あるいは各地の特産物を都まで運び、直接納めることが義務付けられていたものを何というか
。 （2016年 富山県公立入試 類似）

1. 雑徭 2. 庸 3. 調 4. 租

問11 奈良時代、唐から5度の渡航失敗という苦難を乗り越えて来日し、日本の僧侶に正しいルールである戒律を伝えた人物は誰か。 （2015年 鳥取県公立入試

類似）

1. 菅原道真 2. 鑑真 3. 小野妹子 4. 聖徳太子

問12 8世紀の日本と大陸との交流について、高僧である鑑真が来日した当時の状況を説明した文として最も適切なものはどれか。 （2020年 鹿児島県公立入試

類似）

1. 遣隋使の小野妹子らを派遣し、大
陸の進んだ制度や仏教の経典を取り
入れることに努めた。

2. 邪馬台国の女王である卑弥呼が、
魏の皇帝から「親魏倭王」の称号と
金印を授かった。

3. 遣唐使を派遣して唐の制度や文化
を積極的に取り入れ、国際色豊かな
天平文化が栄えた。

4. モンゴル帝国の軍勢が九州北部へ
侵攻し、日本の武士たちが防衛のた
めに戦った。

問13 743年に出された墾田永年私財法が、その後の日本の社会に与えた影響や背景について、正しい説明はどれですか。 （2022年 熊本県公立入試 類似）

1. 土地の永久私有が認められたこと
で、貴族や寺社が大規模な私有地で
ある「荘園」を形成するきっかけと
なった。

2. 開墾した土地は三世代に限り私有
が認められたが、それ以降は国に返
還することとされた。

3. 農民に等しく土地を配分する班田
収授の法が、この法令によってより
確実に実施されるようになった。

4. 公地公民の原則を強化し、すべて
の土地を国が管理する仕組みを徹底
させた。
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

正しい戒律を伝えて僧侶の資格を厳格化し、
律宗を広めて仏教界の秩序を整えるため

当時の日本では、税を逃れるために勝手に僧侶を名乗る者が増えたことが社会問題となってい
ました。そのため、国家は唐から高僧である鑑真を招き、正式な儀式（授戒）を経て僧侶とな
る仕組みを確立させました。これにより、仏教界の質と規律が向上しました。なお、天台宗は
最澄、真言宗は空海、社会事業は行基に関連する内容です。

問2 答え 2
西アジアやインドの文化の影響を受けたガラ
ス製の容器や漆器の水さしなどが残されてお
り、シルクロードを通じた文化の伝来がうか
がえる。

遣唐使の往来により、唐のみならずシルクロードを経由して西アジア（ペルシア）やインドの
文物が日本に持ち込まれました。これらは聖武天皇の遺品などとともに正倉院に収められ、当
時の国際色豊かな文化を今に伝えています。

問3 答え 1
正倉院

聖武天皇の四十九日の際に、光明皇后が天皇ゆかりの品を東大寺に献納したことが始まりです
。校倉造という建築様式でも知られ、シルクロードを経由して伝わった西アジア（ペルシャ）
風の工芸品が数多く保管されており、「シルクロードの終着点」とも呼ばれます。

問4 答え 4
三世一身の法では、期限が来ると土地を返さ
なければならず、農民の開墾意欲が低下して
いたから。

723年に制定された三世一身の法は、新しく開墾した土地を三代（あるいは一代）に限り私有
を認めるものでしたが、返還期限が近づくと農民が開墾を放棄し、土地が再び荒廃するという
問題が起こりました。食糧不足を解消するためにさらなる開墾を促す必要があった政府は、74
3年に土地の永年私有を認める方針へと転換しました。この政策変更は、国家が土地を直接支
配する仕組みから、私有地を認める仕組みへの大きな転換点となりました。

問5 答え 1
戸籍に基づいて口分田が割り当てられていた
が、成人男性には重い税や労役の負担がかか
っていた

奈良時代には律令制度のもと、戸籍を作成して6歳以上の男女に口分田を与える班田収授法が
行われていました。しかし、農民（特に正丁と呼ばれる成人男性）には、収穫の一部を納める
「租」だけでなく、布や特産品を納める「庸・調」、さらには防人としての兵役や土木工事へ
の従事といった非常に重い負担が課せられていました。こうした過酷な生活背景による社会の
動揺を鎮めるために、聖武天皇は仏教による統治を強化しようと考えました。

問6 答え 4
国司

大化の改新以降、律令制度の整備によって天皇を中心とした中央政府が全国を直接支配する仕
組みが作られました。中央政府から各地方（国）に派遣された官吏を国司と呼び、その下の単
位である「郡」では、地元の有力な豪族が郡司に任命されて実務を補佐しました。これにより
、地方の情報を中央が把握し、統治する体制が整えられました。

問7 答え 2
口分田

人民には性別や身分に応じて「口分田」が与えられました。この土地は売買が禁止されており
、本人が死亡した場合には国に返すルールとなっていました。また、口分田を与えられた者は
、収穫の約3％を納める「租」という税の負担を負いました。

問8 答え 1
古事記は、神話や国の成り立ちを記すことで
、天皇による統治の由来を明らかにしようと
した。

古事記は、当時の天皇が日本を治める正当性を示すために、古い伝承や神話を整理してまとめ
られた歴史書です。選択肢にある「地方の産物や土地の様子」を記したのは風土記であり、「
和歌を収集」したのは万葉集です。それぞれの書物は、律令国家としての体制を整える中で、
文化や政治的な意図を持って作成されました。

問9 答え 2
唐の制度を参考に、刑罰のきまりである「律
」と行政などのきまりである「令」を組み合
わせたもの

古代の日本は、先進的な統治技術を持っていた唐（中国）の仕組みを取り入れました。刑罰に
関する「律」と、政治の仕組みや人々の義務を定めた「令」から成る法体系（律令）を整備す
ることで、豪族による支配から天皇を中心とする組織的な国家へと移行を目指しました。武士
の慣習に基づくものは中世の「御成敗式目」など、欧米を参考にしたものは近代の「大日本帝
国憲法」などを指します。

問1
0

答え 3
調

律令制度下の税制において、収穫した稲の一部を納める「租」は地方の国庫に貯蔵されました
が、「調」は絹や糸、布、さらに各地の特産物を都まで運んで納める必要がありました。平城
京跡から出土した木簡などの史料からも、地方から多様な品物が都へ送られていたことが確認
されています。

問1
1

答え 2
鑑真

当時の日本では仏教による国づくりが進められていましたが、僧侶の規律を正すための「戒律
」を授けられる指導者が不足していました。そこで、遣唐使の要請を受けた唐の僧侶が、失明
という困難に遭いながらも来日を果たし、奈良に唐招提寺を建立して正しい教えを広めました
。

問1
2

答え 3
遣唐使を派遣して唐の制度や文化を積極的に
取り入れ、国際色豊かな天平文化が栄えた。

奈良時代の日本は、遣唐使を通じて唐の優れた政治制度（律令制）や仏教、芸術を導入しまし
た。鑑真は唐から招かれ、何度も遭難を繰り返しながらも来日を果たし、日本の仏教における
正しい規律を伝えるなど、文化の発展に大きく貢献しました。

問1
3

答え 1
土地の永久私有が認められたことで、貴族や
寺社が大規模な私有地である「荘園」を形成
するきっかけとなった。

墾田永年私財法は、新しく開墾した土地の「永久私有」を認めるものでした。この制度を利用
して、財力のある貴族や大きな寺社が農民を使って大規模な開墾を進めた結果、私有地である
「荘園（初期荘園）」が各地に誕生しました。これは、すべての土地と人民は国家のものであ
るとする「公地公民」の原則が崩れていく大きな要因となりました。


